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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、樹脂（Ｃ）、光重合性単量体、光重合開始剤、及
び溶剤を含有してなるカラーフィルタ用感光性着色組成物において、
該樹脂型分散剤（Ｂ）が、
エチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に２つの水酸基と１つのチオール基を有する
化合物（ｂ２）の存在下でラジカル重合してなる、片末端に２つの水酸基を有するビニル
重合体を含むポリオール（ｂ３）中の水酸基と、下記一般式（１）または一般式（２）で
表わされるテトラカルボン酸二無水物を含むポリカルボン酸無水物（ｂ４）中の酸無水物
基とを反応させてなる、ビニル重合体部位（ｂ）を有するポリエステル分散剤であって、
該ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇが２６０Ｋ以上、かつ
カルボキシル基を有する構成単位の含有量が、ビニル重合体部位（ｂ）の全構成単位の重
量を基準として、１０～３０重量％であり、
該樹脂型分散剤（Ｂ）が、樹脂型分散剤（Ｂ）と樹脂（Ｃ）との合計を基準として、２５
重量％以上含まれている
ことを特徴とするカラーフィルタ用感光性着色組成物。
一般式（１）：
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【化１】

［一般式（１）中、ｋは１または２である。］
一般式（２）：
【化２】

［一般式（２）中、Ｑ1は、直接結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯＣＨ2ＣＨ2ＯＣＯ
－、－ＳＯ2－、－Ｃ（ＣＦ3）2－、式（３）：
【化３】

で表される基、または式（４）：

【化４】

で表される基である。］
【請求項２】
　ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇが３００Ｋ以上であることを特徴とする
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請求項１記載のカラーフィルタ用感光性着色組成物。
【請求項３】
　エチレン性不飽和単量体（ｂ１）が、メチルメタクリレート、又はエチルメタクリレー
トを含有し、メチルメタクリレート、又はエチルメタクリレート由来の構成単位が、ビニ
ル重合体部位（ｂ）の全構成単位の重量を基準として、５０重量％以上であることを特徴
とする請求項１または２記載のカラーフィルタ用感光性着色組成物。
【請求項４】
　基板上に、請求項１～３いずれか１項に記載のカラーフィルタ用感光性着色組成物を用
いて形成されたフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、カラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタの製
造に使用されるカラーフィルタ用感光性着色組成物及びこれを用いて形成されるカラーフ
ィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板に挟まれた液晶層が、１枚目の偏光板を通過した光の偏
光度合いを制御して、２枚目の偏光板を通過する光量をコントロールすることにより表示
を行う表示装置であり、ツイストネマチック（ＴＮ）型液晶を用いるタイプが主流となっ
ている。液晶表示装置は、２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー
表示が可能となり、近年、テレビやパソコンモニタ等に用いられるようになったことから
、カラーフィルタに対して高コントラスト化、高明度化の要求が高まっている。
【０００３】
　カラーフィルタは、ガラス等の透明な基板の表面に２種以上の異なる色相の微細な帯（
ストライプ）状のフィルタセグメントを平行又は交差して配置したもの、あるいは微細な
フィルタセグメントを縦横一定の配列で配置したものからなっている。フィルタセグメン
トは、数ミクロン～数１００ミクロンと微細であり、しかも色相毎に所定の配列で整然と
配置されている。
【０００４】
　一般的に、カラー液晶表示装置では、フィルタセグメントの上に液晶を駆動させるため
の透明電極が蒸着あるいはスパッタリングにより形成され、更にその上に液晶を一定方向
に配向させるための配向膜が形成されている。これらの透明電極及び配向膜の性能を充分
に得るには、その形成を一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃以上の高温で行う必要
がある。このため、現在、カラーフィルタのフィルタセグメント形成用着色組成物（カラ
ーフィルタ用感光性着色組成物と言う）の製造方法としては、耐光性、耐熱性に優れる顔
料を着色剤とする顔料分散法と呼ばれる方法が主流となっている。
【０００５】
　顔料分散法によるカラーフィルタセグメントは、分散剤、溶剤等を用いて顔料を樹脂（
アクリル樹脂等）中に分散させて得られる着色組成物に、光重合性単量体、や光重合開始
剤を添加して感光化した感光性着色組成物をガラス基板等の透明支持体上に塗布し、着色
層や遮光層等の着色塗膜を形成し、パターニングするフォトリソグラフィー法が広く用い
られている。また、パターニングされた塗膜にはその後の工程での耐性を付与するため、
２００℃以上の高温でポストベークを行う。
【０００６】
　近年、カラーフィルタには、高輝度化、高コントラスト化の要求が高まっており、フィ
ルタセグメント中に含まれる顔料の微細化処理が行われている。顔料を微細化するとその
表面積が増加するため、顔料の凝集が強く、安定した顔料分散体を得るために分散剤添加
量を増加させる必要がある。
【０００７】
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　また、カラーフィルタの高彩度化を実現するなどの高まる色特性要求を満たしながら薄
膜化が求められており、フィルタセグメント中の顔料成分含有率が高くなる傾向にある。
このため更にカラーレジスト中の樹脂の含有量が制限され、現像性およびパターンニング
性の低下、粘度の上昇も大きな問題となっている。
【０００８】
　カラーフィルタ用感光性着色組成物を使用するフォトリソグラフィー方式においては、
光架橋に必要な紫外線が顔料により吸収されてしまうため、フィルタセグメント内部まで
届かず、結果として光架橋が不足し、現像工程においてオーバーハング形状（基板側より
も透明電極側の面積が大きいこと）となりやすく、良好な順テーパー形状（基板側よりも
透明電極側の面積が小さいこと）とする難易度が高くなっている。フィルタセグメントの
上に透明電極層を形成する際に、オーバーハング形状の場合には、透明電極層の蒸着ある
いはスパッタリングが不完全となり断線不良が起こるといったことが問題となっている。
【０００９】
　このようなオーバーハング形状にならないようにする方法として、特許文献１には、特
定の可塑剤を用いる方法が、特許文献２には、３官能以上の多価不飽和二重結合を有する
共重合単位を含む共重合体を用いる方法が開示されている。
　また、オーバーハング形状のフィルタセグメントであっても、熱フロー（熱流動）現象
を利用し、熱処理により順テーパー形状とする方法が、特許文献３に開示されている。
【００１０】
　しかしこれらの方法では、近年のカラーフィルタに対する高輝度化、高コントラスト化
、高彩度化の要求に伴う、微細化顔料の使用や、あるいは顔料濃度が高い場合には十分で
はないのが現状である。すなわち、微細化顔料を使用した場合には、多量の樹脂型分散剤
が必要となり、その影響による現像性、パターン形状の悪化がおこることがあり、また顔
料濃度が高い場合には、含有する顔料担体成分が少ないことによる分散安定性不良などが
問題となっている。このように、カラーフィルタ用着色組成物として安定性に優れ、さら
に高現像性且つ順テーパーのパターン断面形状も満たすカラーフィルタ用感光性着色組成
物を得ることが難しくなってきている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許２００７－５７６５５号公報
【特許文献２】特開２００７－１１４６０４号公報
【特許文献３】特開２００３－１６７１１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、微細化顔料の使用や、あるいは顔料濃度が高い場合にも分散安定性に優れ、
かつフィルタセグメントの断面形状が良好で透明電極の断線のないカラーフィルタ用感光
性着色組成物を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題は、着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、樹脂（Ｃ）、光重合性単量体、光重
合開始剤、及び溶剤を含有してなるカラーフィルタ用感光性着色組成物において、
　該樹脂型分散剤（Ｂ）が、
　エチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に2つの水酸基と1つのチオール基を有する
化合物（ｂ２）の存在下でラジカル重合してなる、片末端に２つの水酸基を有するビニル
重合体を含むポリオール（ｂ３）中の水酸基と、下記一般式（１）または一般式（２）で
表わされるテトラカルボン酸二無水物を含むポリカルボン酸無水物（ｂ４）中の酸無水物
基とを反応させてなる、ビニル重合体部位（ｂ）を有するポリエステル分散剤であって、
　該ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇが２６０Ｋ以上であることを特徴とす
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　一般式（１）：
【化１】

　［一般式（１）中、ｋは１または２である。］
　一般式（２）：

【化２】

　［一般式（２）中、Ｑ1は、直接結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯＣＨ2ＣＨ2ＯＣＯ
－、－ＳＯ2－、－Ｃ（ＣＦ3）2－、式（３）：

【化３】

で表される基、または式（４）：
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【化４】

で表される基である。］
【００１４】
　また、本発明は、樹脂型分散剤（Ｂ）が、樹脂型分散剤（Ｂ）と樹脂（Ｃ）との合計を
基準として、２５重量％以上含まれていることを特徴とする前記カラーフィルタ用感光性
着色組成物に関する。
　また、本発明は着色剤（Ａ）の含有量が、カラーフィルタ用感光性着色組成物中の固形
分１００重量％中、２５～５５重量％であることを特徴とする前記カラーフィルタ用感光
性着色組成物に関する。
　また、本発明は樹脂型分散剤（Ｂ）の重量平均分子量（Ｍｗ）が、５，０００～２５，
０００であることを特徴とする前記カラーフィルタ用感光性着色組成物に関する。
　また、本発明は基板上に、前記カラーフィルタ用感光性着色組成物を用いて形成された
フィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物は、樹脂型分散剤が熱フロー性を有してい
るために、露光・現像後にオーバーハングなパターン断面形状であっても、例えば、２０
０℃以上の高温処理により、順テーパー形状となることで、カラーフィルタ製造後、電極
として蒸着されるＩＴＯ形成過程において、透明電極が断線しないカラーフィルタを得る
ことが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物の各種構成成分について説明する。
　なお、「（メタ）アクリル酸」、「（メタ）アクリレート」、及び「（メタ）アクリロ
イルオキシ」と表記した場合には、それぞれ、「アクリル酸又はメタクリル酸」、「アク
リレート又はメタクリレート」、及び「アクリロイルオキシ又はメタアクリロイルオキシ
」を示すものとする。
【００１７】
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物は、着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、
樹脂（Ｃ）、光重合性単量体、光重合開始剤、及び溶剤を含有してなるカラーフィルタ用
感光性着色組成物において、
　該樹脂型分散剤（Ｂ）が、
　エチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に2つの水酸基と1つのチオール基を有する
化合物（ｂ２）の存在下でラジカル重合してなる、片末端に２つの水酸基を有するビニル
重合体を含むポリオール（ｂ３）中の水酸基と、下記一般式（１）または一般式（２）で
表わされるテトラカルボン酸二無水物を含むポリカルボン酸無水物（ｂ４）中の酸無水物
基とを反応させてなる、ビニル重合体部位（ｂ）を有するポリエステル分散剤であって、
　該ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇが２６０Ｋ以上であることを特徴とす
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る。
【００１８】
≪カラーフィルタ用感光性着色組成物の要求特性≫
　本発明の感光性着色組成物は、その特徴である樹脂型分散剤（Ｂ）を含むことで、微細
化顔料を用いた場合や、顔料濃度が高い場合にも、下記の（１）を達成しながら（２）及
び（３）の特性を満たすことができる。
　（１）着色組成物中の顔料分散性
　着色組成物中の顔料吸着基により顔料に吸着し、又は立体障害基により顔料凝集を防ぎ
、微細に分散した状態を長期間維持可能であること。
　（２）フィルタセグメントの熱フロー性
　カラーフィルタ製造工程において、着色組成物を基材に塗布・露光し、更に現像を行っ
た時点のフィルタセグメントがオーバーハング形状であっても、以降の加熱処理工程であ
る２００℃以上のポストベイク時に熱フロー（熱流動）し、順テーパー形状になること。
　（３）着色組成物の現像性
　現像工程において未露光部のみを（アルカリ性）現像液で除去可能であること。
【００１９】
＜着色剤（Ａ）＞
　本発明の感光性着色組成物に含まれる着色剤（Ａ）としては、有機物である有機顔料で
あってもよいし、無機物である無機顔料であってもよいし、形成するフィルタセグメント
の色相に応じて、染料、天然色素であってもよい。中でも、耐熱性、発色性に優れている
ことから、有機顔料が好ましく用いられる。
【００２０】
　本発明の着色組成物に含まれる有機顔料の具体例を、カラーインデックス番号で示す。
　[有機顔料]
　赤色フィルタセグメントを形成するための赤色感光性着色組成物には、赤色顔料として
、例えばC.I. Pigment Red　７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８
：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８
、１７７、１７８、１７９、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２
、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７
、２２８、２４０、２４２、２４６、２５４、２５５、２６４、２７２、又は２７９等を
用いることができる。赤色感光性着色組成物には、黄色顔料、オレンジ顔料を併用するこ
とができる。
【００２１】
　赤色感光性着色組成物に添加する黄色顔料としては、例えばC.I. Pigment Yellow １、
２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、
３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４
３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６
、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、
１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、
１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、
１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、
１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、
１９４、又は１９９等を用いることができる。なかでも、C.I. Pigment Yellow１３８、
１３９、１５０、又は１８５が好ましい。
【００２２】
　赤色感光性着色組成物に添加するオレンジ色顔料としては、例えばC.I. Pigment Orang
e ３６、４３、５１、５５、５９、６１、又は７１等を用いることができる。
【００２３】
　緑色フィルタセグメントを形成するための緑色感光性着色組成物には、緑色顔料として
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、例えばC.I. Pigment Green ７、１０、３６、３７、又は５８等を用いることができる
。緑色感光性着色組成物には黄色顔料を併用することができる。
【００２４】
　緑色感光性着色組成物に添加する黄色顔料としては、例えばC.I. Pigment Yellow １、
２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、
３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４
３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６
、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、
１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、
１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、
１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、
１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、
１９４、又は１９９等を用いることができる。なかでも、C.I. Pigment Yellow１３８、
１３９、１５０、又は１８５が好ましい。
【００２５】
　青色フィルタセグメントを形成するための青色感光性着色組成物には、青色顔料として
、例えばC.I. Pigment Blue １５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６
、１６、２２、６０、又は６４等を用いることができる。青色感光性着色組成物には、C.
I. Pigment Violet １、１９、２３、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、又は
５０等の紫色顔料を併用することができる。
【００２６】
　イエロー色フィルタセグメントを形成するためのイエロー色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment Yellow １、２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３
７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、
７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０
４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１
８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３
８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５
６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７
２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８
５、１８７、１８８、１９３、１９４、又は１９９等の黄色顔料を用いることができる。
【００２７】
　オレンジ色フィルタセグメントを形成するためのオレンジ色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment orange ３６、４３、５１、５５、５９、６１、又は７１等のオレンジ
色顔料を用いることができる。
【００２８】
　シアン色フィルタセグメントを形成するためのシアン色感光性着色組成物には、例えば
C.I. Pigment Blue１５：１、１５：２、１５：４、１５：３、１５：６、１６、又は８
１等の青色顔料を用いることができる。
【００２９】
　マゼンタ色フィルタセグメントを形成するためのマゼンタ色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment Violet  １、１９、C.I. Pigment Red１４４、１４６、１７７、１６
９、又は８１等の紫色顔料及び赤色顔料を用いることができる。マゼンタ色感光性着色組
成物には、イエロー色フィルタセグメントを形成するためのイエロー色感光性着色組成物
と同様の黄色顔料を併用することができる。
【００３０】
　[無機顔料及び染料]
　彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布性、感度、及び現像性等を確保するために
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、上記有機顔料と組み合わせて、無機顔料を用いることも可能である。無機顔料としては
、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら（赤色酸化鉄（III））、カドミウム赤、群青、紺青、酸化
クロム緑、若しくはコバルト緑等の金属酸化物粉、金属硫化物粉、又は金属粉等を挙げる
ことができる。更に、調色のため、耐熱性を低下させない範囲内で染料を含有させること
ができる。
【００３１】
　[顔料の微細化]
　本発明に用いる顔料は、ソルトミリング処理を行い微細化することができる。顔料の一
次粒子径は、顔料担体中への分散が良好なことから、２０ｎｍ以上であることが好ましい
。また、コントラスト比が高いフィルタセグメントを形成できることから、１００ｎｍ以
下であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２５～８５ｎｍの範囲である。なお、顔
料の一次粒子径は、顔料のＴＥＭ（透過型電子顕微鏡）による電子顕微鏡写真から一次粒
子の大きさを直接計測する方法で行った。具体的には、個々の顔料の一次粒子の短軸径と
長軸径をｎｍ単位で計測し、その平均をその顔料粒子の一次粒子径とした。次に、合計３
００個の分布を５ｎｍ刻みで作成し、５ｎｍ刻みの中央値（例えば６ｎｍ以上１０ｎｍ以
下の場合は８ｎｍ）をそれらの粒子の粒子径として近似し、それぞれの粒子径とその数を
基に計算することで個数平均粒子径を算出できる。
【００３２】
　ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル等の混練
機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶
剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリ
ング時に無機塩の硬度の高さを利用して顔料が破砕される。顔料をソルトミリング処理す
る際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に微細であり、また、分布の幅が
せまく、シャープな粒度分布をもつ顔料を得ることができる。
【００３３】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料の全重量を基準（１００重量
部）として、５０～２０００重量部用いることが好ましく、３００～１０００重量部用い
ることが最も好ましい。
【００３４】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料の全重量を基準（１００重量部
）として、５～１０００重量部用いることが好ましく、５０～５００重量部用いることが
最も好ましい。
【００３５】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
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ることが好ましい。
【００３６】
＜樹脂型分散剤（Ｂ）＞
　本発明における樹脂型分散剤（Ｂ）は、エチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に
２つの水酸基と1つのチオール基を有する化合物（ｂ２）の存在下でラジカル重合してな
る、片末端に２つの水酸基を有するビニル重合体を含むポリオール（ｂ３）中の水酸基と
、下記一般式（１）または一般式（２）で表わされるテトラカルボン酸二無水物を含むポ
リカルボン酸無水物（ｂ４）中の酸無水物基とを反応させてなる、ビニル重合体部位（ｂ
）を有するポリエステル分散剤であって、該ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔ
ｇが２６０Ｋ以上であることを特徴とする。
　一般式（１）：
【化５】

　［一般式（１）中、ｋは１または２である。］
　一般式（２）：
【化６】

　［一般式（２）中、Ｑ1は、直接結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯＣＨ2ＣＨ2ＯＣＯ
－、－ＳＯ2－、－Ｃ（ＣＦ3）2－、式（３）：
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【化７】

で表される基、または式（４）：

【化８】

で表される基である。］
【００３７】
　また、樹脂型分散剤（Ｂ）が、樹脂型分散剤（Ｂ）と樹脂（Ｃ）の合計重量を基準とし
て、１０重量％以上、好ましくは２５重量％以上含まれていることが熱フロー性及び顔料
分散性の観点から好ましい。また、９０重量％以下含まれることが、現像性の観点で好ま
しい。本発明における樹脂型分散剤（Ｂ）は、顔料の分散安定性、および熱フロー性に優
れるというだけでなく、樹脂成分中の含有量が多い場合にも、塗膜の耐性や現像性に影響
を与えることなく、良好なパターン形状が可能であるという点で優れた効果を有するもの
である。
【００３８】
　また、樹脂型分散剤（Ｂ）の重量平均分子量は、好ましくは、５，０００～２５，００
０である。重量平均分子量が５，０００未満であれば顔料組成物の安定性が低下する場合
があり、２５，０００を超えると樹脂間の相互作用が強くなり、顔料組成物の増粘が起き
る場合がある。
【００３９】
　本発明の樹脂型分散剤（Ｂ）の各構成要素について説明する。
[エチレン性不飽和単量体（ｂ１）]
　樹脂型分散剤（Ｂ）中のビニル重合体部位（ｂ）を構成するエチレン性不飽和単量体と
しては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロ
ピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ステアリ
ル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリール（
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メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、２－メチル－２－アダマンチ
ル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレー
ト、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（メタ）
アクリレート、オキセタン(メタ)アクリレート等、メトキシポリプロピレングリコール（
メタ）アクリレート、エトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート等のアルコ
キシポリアルキレングリコール（メタ）アクリレート類、（メタ）アクリルアミド、およ
びＮ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、ダイアセトン（メタ）アクリルアミド、ア
クリロイルモルホリン等のＮ置換型（メタ）アクリルアミド類、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
エチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート等の
アミノ基含有（メタ）アクリレート類、（メタ）アクリロニトリル等のニトリル類、及び
これらの混合物があげられる。
【００４０】
　また、上記アクリル単量体と併用できる単量体として、スチレン、α－メチルスチレン
等のスチレン類、エチルビニルエーテル、ｎ－プロピルビニルエーテル、イソプロピルビ
ニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル等のビニルエーテ
ル類、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等の脂肪酸ビニル類、およびこれらの混合物があ
げられる。
【００４１】
　また、カルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体を併用することもできる。カルボキ
シル基含有エチレン性不飽和単量体としては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、
マレイン酸、フマール酸、クロトン酸などから１種または２種以上を選択することができ
る。
【００４２】
　ビニル重合体部位（ｂ）は、塗膜を光硬化する際の重合反応の進行度合いと、その後の
熱処理における流動性に影響を与える。塗膜が良好な熱フロー性を発現するためには、該
ビニル重合体部位（ｂ）が、熱処理の際に流動しやすい骨格を有することが求められるた
め、ビニル重合体部位（ｂ）の側鎖は小さな構造をとることが好ましい。そして、露光工
程における光硬化を適度に阻害し架橋密度を低下させることによって流動性を保つことも
求められるため、ビニル重合体部位（ｂ）は２６０Ｋ以上の高いＴｇを有することが好ま
しく、より好ましくは３００Ｋ以上である。また、現像性の観点から、３４０Ｋ未満のＴ
ｇを有することがより好ましい。
【００４３】
　ビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇを２６０Ｋ以上とするために、好ましい
構成単位としては、側鎖が小さいという観点からメチルメタクリレート、又はエチルメタ
クリレートを用いることが好ましい。Ｔｇが比較的低いヘキシルメタクリレートや各種ア
クリル酸エステルと併用する場合にはメチルメタクリレート、又はエチルメタクリレート
を、ビニル重合体部位（ｂ）中の構成単位の合計１００重量％中、５０重量％以上使用す
ることが好ましい。

                                                                                
      
【００４４】
　また本発明の樹脂型分散剤（Ｂ）は、ポリカルボン酸無水物に由来するカルボキシル基
を有するため、現像性にも優れているが、ビニル重合体部位（ｂ）にカルボキシル基を有
する構成単位を含むことで、アルカリ可溶性部位として機能し、現像性を向上させること
ができる。カルボキシル基を有する構成単位を含む場合には、現像性の向上と分散安定性
を両立する観点から、ビニル重合体部位（ｂ）中の全構成単位の重量を基準として、３０
重量％以下が好ましく、より好ましくは２０重量％以下である。３０重量％を超えると、
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カルボキシル基同士の相互作用、或いは樹脂組成物中に水酸基が含まれた場合に、これと
の相互作用に起因して粘度の上昇を引き起こす場合がある。
【００４５】
　ビニル重合体（ｂ）の重量平均分子量は、１，０００～１０，０００が好ましく、より
好ましくは２０００～８０００、さらに好ましくは２，０００～６，０００、特に好まし
くは３，０００～５，０００である。この部位が顔料担体および溶剤への親和性部位とな
る。ビニル重合体部位（ｂ）の重量平均分子量が１，０００未満では、顔料担体および溶
剤に対する親和性部位として、その立体反発の効果がなくなると共に、顔料の凝集を抑え
ることが困難になる。また、１０，０００を超えると、分散性の効果自体が低下する場合
がある。さらに、分散体の粘度が高くなる場合がある。ビニル重合体（ｂ）は、分子量を
上記範囲に調整することが容易であり、かつ、溶剤への親和性も良好である。
【００４６】
[分子内に２つの水酸基と1つのチオール基を有する化合物（ｂ２）]
　分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物としては、例えば、
１－メルカプト－１，１－メタンジオール、１－メルカプト－１，１－エタンジオール、
３－メルカプト－１，２－プロパンジオール（チオグリセリン）、２－メルカプト－１，
２－プロパンジオール、２－メルカプト－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２－
メルカプト－２－エチル－１，３－プロパンジオール、１－メルカプト－２，２－プロパ
ンジオール、２－メルカプトエチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール、及び２－
メルカプトエチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール等が挙げられる。
【００４７】
[ポリカルボン酸無水物（ｂ４）]
　ポリカルボン酸無水物（ｂ４）は、一般式（１）または一般式（２）で表わされるテト
ラカルボン酸二無水物を少なくとも含むポリカルボン酸無水物である。
【００４８】
　樹脂型分散剤（Ｂ）の構成部位の中では、一般式（１）または一般式（２）で表わされ
るテトラカルボン酸二無水物を少なくとも含むポリカルボン酸無水物（ｂ４）由来のカル
ボキシル基が顔料吸着基として作用するとともに現像性に影響し、ビニル重合体部位（ｂ
）が顔料担体親和基として作用するとともに熱フロー性に影響する。特にポリカルボン酸
無水物に芳香族環が含まれるときに分散安定性がもっとも良好となる。
　すなわち、ポリカルボン酸無水物（ｂ４）とビニル重合体部位（ｂ）のＴｇにより、分
散安定性と現像性が良好であり、かつ、カラーフィルタ製造後、電極として蒸着されるＩ
ＴＯ形成過程において、透明電極が断線しないカラーフィルタを得ることが可能となる。
【００４９】
　一般式（１）：
【化９】

　［一般式（１）中、ｋは１または２である。］
【００５０】
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　一般式（２）：
【化１０】

　［一般式（２）中、Ｑ1は、直接結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯＣＨ2ＣＨ2ＯＣＯ
－、－ＳＯ2－、－Ｃ（ＣＦ3）2－、式（３）：
【化１１】

で表される基、または式（４）：
【化１２】

で表される基である。］
【００５１】
［樹脂型分散剤（Ｂ）の製造方法］
　本発明の樹脂型分散剤（Ｂ）は、エチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に２つの
水酸基と１つのチオール基を有する化合物（ｂ２）の存在下でラジカル重合してなる、片
末端に２つの水酸基を有するビニル重合体を少なくとも含むポリオール（ｂ３）中の水酸
基と、一般式（１）または一般式（２）で表わされるテトラカルボン酸二無水物を含むポ
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リカルボン酸無水物（ｂ４）中の酸無水物基とを反応させることによって得られる。
【００５２】
　片末端に２つの水酸基を有するビニル重合体を少なくとも含むポリオール（ｂ３）の製
造は、通常、上述したエチレン性不飽和単量体（ｂ１）を、分子内に２つの水酸基と１つ
のチオール基を有する化合物（ｂ２）の存在下で、ラジカル重合開始剤を用いて、塊状重
合又は溶液重合を行う。
　ラジカル重合開始剤は、全エチレン性不飽和単量体１００重量部に対して、０．０００
５～５重量部使用するのが好ましい。反応温度は好ましくは４０～１５０℃、より好まし
くは５０～１１０℃、反応時間は好ましくは３～３０時間、より好ましくは５～２０時間
である。ラジカル重合開始剤としては、例えば、アゾ系化合物、又は有機過酸化物を用い
ることができる。
【００５３】
（ラジカル重合開始剤）
　アゾ系化合物の例としては、２，２'－アゾビスイソブチロニトリル、２，２'－アゾビ
ス（２－メチルブチロニトリル）、１，１'－アゾビス（シクロヘキサン１－カルボニト
リル）、２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）、２，２'－アゾビス（
２，４－ジメチル－４－メトキシバレロニトリル）、ジメチル２，２'－アゾビス（２－
メチルプロピオネート）、４，４'－アゾビス（４－シアノバレリック酸）、２，２'－ア
ゾビス（２－ヒドロキシメチルプロピオニトリル）、又は２，２'－アゾビス［２－（２
－イミダゾリン－２－イル）プロパン］等が挙げられる。
【００５４】
　有機過酸化物の例としては、
　過酸化ベンゾイル、ｔ－ブチルパーベンゾエイト、クメンヒドロパーオキシド、ジイソ
プロピルパーオキシジカーボネート、ジ－ｎ－プロピルパーオキシジカーボネート、ジ（
２－エトキシエチル）パーオキシジカーボネート、ｔ－ブチルパーオキシネオデカノエー
ト、ｔ－ブチルパーオキシビバレート、（３，５，５－トリメチルヘキサノイル）パーオ
キシド、ジプロピオニルパーオキシド、又はジアセチルパーオキシド等が挙げられる。
【００５５】
　これらの重合開始剤は、単独で、若しくは２種類以上組み合わせて用いることができる
。
　ラジカル重合は、無溶剤又は場合によって溶剤を使用することができる。
【００５６】
　溶剤としては、例えば、
　酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソブチル、トルエン、キシレン、アセトン、ヘキ
サン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、プロピレングリコールモノメチルエーテ
ルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコ
ールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート
、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、又はジエチレングリコールモノ
ブチルエーテルアセテート等が用いられるが、特にこれらに限定されるものではない。こ
れらの重合溶媒は、２種類以上混合して用いてもよい。
【００５７】
　使用する溶剤量は全エチレン性不飽和単量体１００重量部に対して、０～３００重量部
が好ましく、更には０～１００重量部が好ましい。使用した溶媒は、反応終了後、蒸留等
の操作により取り除くか、あるいはそのまま、分散剤の製品の一部として使用することも
できる。
【００５８】
　また、本発明においては、ビニル重合体部位（ｂ）がＳ原子を介して結合したポリオー
ル（ｂ３）以外のその他のポリオールを含んでいてもよく、その例としては、エチレング
リコール、プロピレングリコール等の多価アルコール類や、ポリオキシエチレングリコー
ル、ポリオキシプロピレングリコール等のポリエーテルグリコール類等など、従来公知の
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ものが各種用いることができる。
【００５９】
　ビニル重合体部位（ｂ）がＳ原子を介して結合したポリオール（ｂ３）中の水酸基に、
ポリカルボン酸無水物（ｂ４）を反応させると、樹脂型分散剤（Ｂ）が得られる。この時
、場合によっては、分子内にチオール基を有さないポリオールと共に反応させても良い。
【００６０】
（反応触媒）
　上記に使用される触媒としては、公知の触媒を使用することができる。触媒としては３
級アミン系化合物が好ましく、例えばトリエチルアミン、トリエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ
－ジメチルベンジルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、１，８－ジアザビシクロ－［５．４
．０］－７－ウンデセン、１，５－ジアザビシクロ－［４．３．０］－５－ノネン等が挙
げられる。
【００６１】
（反応溶剤）
　本発明の樹脂型分散剤（Ｂ）は、これまで挙げた原料のみで製造することも可能である
が、高粘度になり反応が不均一になるなどの問題を回避すべく、溶剤を用いるのが好まし
い。使用される溶剤としては、特に限定はなく、公知のものを使用できる。例えば、アセ
トン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、酢酸エチル、
酢酸ブチル、トルエン、キシレン、アセトニトリル等が挙げられる。反応に使用した溶媒
は、反応終了後、蒸留等の操作により取り除くか、あるいはそのまま次の工程の溶剤とし
て使用したり、製品の一部として使用することもできる。
【００６２】
（反応温度）
　ビニル重合体部位（ｂ）がＳ原子を介して結合したポリオール（ｂ３）中の水酸基に、
ポリカルボン酸無水物（ｂ４）を反応させる際の反応温度は５０℃～１８０℃、好ましく
は８０℃～１４０℃の範囲で行う。反応温度が５０℃以下では反応速度が遅く、１８０℃
以上ではカルボキシル基と水酸基がエステル化反応してしまい、酸価の減少や、ゲル化を
起こしてしまう場合がある。反応の停止は、赤外吸収で酸無水物の吸収がなくなるまで反
応させるのが理想であるが、酸価が５～２００の範囲に入ったとき、または、水酸基価が
２０～２００の範囲に入った時に反応を止めてもよい。
【００６３】
（その他の製造方法）
　なお、分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物（ｂ２）を含むポリ
オールと、ポリカルボン酸無水物（ｂ４）を反応させてなるポリエステルの存在下、
ビニル重合体部位（ｂ）を形成するエチレン性不飽和単量体（ｂ１）をラジカル重合する
方法によっても、樹脂型分散剤（Ｂ）を得ることが可能である。
【００６４】
＜その他の顔料分散剤＞
　顔料を分散する際には、顔料分散剤として本発明の特徴である樹脂型分散剤（Ｂ）の他
に、適宜、顔料誘導体や、その他の樹脂型分散剤、界面活性剤等の顔料分散剤を用いるこ
とができる。顔料分散剤は、顔料の分散に優れ、分散後の顔料の再凝集を防止する効果が
大きいので、透明性に優れたカラーフィルタが得られる。
【００６５】
[顔料誘導体]
　顔料分散剤として使用する顔料誘導体は、下記一般式（５）で示される化合物であり、
塩基性置換基を有するものと酸性置換基を有するものとがある。
【００６６】
　　  Ｘ－Ｙ　　　一般式（５）
（一般式（５）中、Ｘは、有機顔料残基であり、Ｙは、塩基性置換基、又は酸性置換基で
ある。）
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【００６７】
　例えば特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６２０号公報、特公昭５９
－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５－９４６９号公報等に記
載されているものを使用でき、これらは単独で又は２種類以上を混合して用いることがで
きる。顔料誘導体の配合量は、最も好ましくは、顔料１００重量部に対し、０．１～３０
重量部である。顔料誘導体の配合量が、０．１重量部未満であると分散性が悪くなる場合
があり、３０重量部を超えると耐熱性、耐光性が悪くなる場合がある。
【００６８】
　一般式（５）中、Ｘの有機顔料残基を構成する有機顔料としては、ジケトピロロピロー
ル系顔料、アゾ、ジスアゾ、若しくはポリアゾ等のアゾ系顔料、銅フタロシアニン、ハロ
ゲン化銅フタロシアニン、若しくは無金属フタロシアニン等のフタロシアニン系顔料、ア
ミノアントラキノン、ジアミノジアントラキノン、アントラピリミジン、フラバントロン
、アントアントロン、インダントロン、ピラントロン、若しくはビオラントロン等のアン
トラキノン系顔料、又は、キナクリドン系顔料、ジオキサジン系顔料、ペリノン系顔料、
ペリレン系顔料、チオインジゴ系顔料、イソインドリン系顔料、イソインドリノン系顔料
、キノフタロン系顔料、スレン系顔料、又は金属錯体系顔料等が挙げられる。
【００６９】
　顔料誘導体の配合量は、分散性向上の点から、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、好ま
しくは０．５重量部以上、さらに好ましくは１重量部以上、最も好ましくは３重量部以上
である。また、耐熱性、耐光性の観点から、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、好ましく
は４０重量部以下、最も好ましくは３５重量部以下である。
【００７０】
[その他の樹脂型分散剤]
　顔料分散剤として使用可能なその他の樹脂型分散剤は、顔料に吸着する性質を有する顔
料親和性部位と、顔料担体と相溶性のある部位とを有し、顔料に吸着して顔料の顔料担体
への分散を安定化する働きをするものである。
【００７１】
　本発明の特徴である樹脂型分散剤（Ｂ）の他に使用可能な樹脂型分散剤としては、ポリ
ビニル系、ポリウレタン系、ポリエステル系、ポリエーテル系、ホルマリン縮合系、シリ
コーン系、又はこれらの複合系ポリマーが挙げられる。
【００７２】
　その他の樹脂型分散剤として具体的には、
　スチレン－無水マレイン酸共重合物、オレフィン－無水マレイン酸共重合物、ポリ（メ
タ）アクリル酸塩、スチレン－（メタ）アクリル酸共重合体、（メタ）アクリル酸－（メ
タ）アクリル酸アルキルエステル共重合体、（メタ）アクリル酸－ポリビニル系マクロマ
ー共重合体、燐酸エステル基含有アクリル樹脂、芳香族カルボキシル基含有アクリル樹脂
、ポリスチレンスルホン酸塩、アクリルアミド－（メタ）アクリル酸共重合物、カルボキ
シメチルセルロース、カルボキシル基を有するポリウレタン、ナフタレンスルホン酸塩の
ホルマリン縮合物、又はアルギン酸ソーダ等のアニオン系樹脂型顔料分散剤；ポリビニル
アルコール、ポリアルキレンポリアミン、ポリアクリルアミド、又はポリマー澱粉等のノ
ニオン系樹脂型顔料分散剤；あるいは、ポリエチレンイミン、アミノアルキル（メタ）ア
クリレート共重合物、ポリビニルイミダゾリン、アミノ基を有するポリウレタン、ポリ（
低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポリエステルとの反応物、又は
サトキンサン等のカチオン系樹脂型顔料分散剤が挙げられ、これらを単独又は２種以上を
混合して用いることができる。
【００７３】
　その他の樹脂型分散剤として使用できる市販の樹脂型顔料分散剤としては、例えば、Ｄ
ｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０
、１４０、１５４、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１
、１７４、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２０
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０１、２０２０、２０９０、２０９１、２１６４、若しくは２１６３、又は、Ａｎｔｉ－
Ｔｅｒｒａ－Ｕ、２０３、若しくは２０４、又は、ＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、若し
くは２２０Ｓ、又は、Ｌａｃｔｉｍｏｎ、若しくはＬａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳ、又はＢｙｋ
ｕｍｅｎ等のビックケミー社製樹脂型顔料分散剤；ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０
００、１３２４０、１３６５０、１３９４０、１７０００、１８０００、２００００、２
１０００、２４０００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００
、３２５００、３２６００、３４７５０、３６６００、３８５００、４１０００、４１０
９０、又は５３０９５等の日本ルーブリゾール社製樹脂型顔料分散剤；あるいは、ＥＦＫ
Ａ－４６、４７、４８、４５２、ＬＰ４００８、４００９、ＬＰ４０１０、ＬＰ４０５０
、ＬＰ４０５５、４００、４０１、４０２、４０３、４５０、４５１、４５３、４５４０
、４５５０、ＬＰ４５６０、１２０、１５０、１５０１、１５０２、又は１５０３等のチ
バ・スペシャリティ・ケミカルズ社製樹脂型顔料分散剤等が挙げられるが、これらに限定
されることなく任意の樹脂型顔料分散剤が使用でき、これらを単独又は２種以上を混合し
て用いることもできる。
【００７４】
[界面活性剤]
　顔料分散剤として使用する界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合
体のアルカリ塩、ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、
アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミ
ン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノ
エタノールアミン、ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アク
リル酸共重合体のモノエタノールアミン、又はポリオキシエチレンアルキルエーテルリン
酸エステル等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキ
シエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレ
ート、又はポリエチレングリコールモノラウレート等のノニオン性界面活性剤；アルキル
４級アンモニウム塩、又はそれらのエチレンオキサイド付加物等のカオチン性界面活性剤
；　アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン；あるいは、アルキルイ
ミダゾリン等の両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独で又は２種以上を混合して用い
ることができる。
【００７５】
　その他の樹脂型顔料分散剤、界面活性剤を添加する場合には、着色剤（Ａ）１００重量
部に対し、０．１～４０重量部が好ましく、０．１～３０重量部がより好ましい。これら
の配合量が、０．１重量部未満の場合には、添加した効果が得られ難く、配合量が４０重
量部より多いと、安定性に影響を及ぼすことがある。
【００７６】
＜樹脂（Ｃ）＞
　樹脂（Ｃ）は、着色剤（Ａ）を分散するものであって、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂等
が挙げられる。
　樹脂（Ｃ）としては、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において光透過率
が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂であることが好ましい。また
、酸性基含有エチレン性不飽和化合物を共重合したアルカリ可溶性ビニル系樹脂を用いる
ことが好ましい。また、さらに光感度を向上させるために、エチレン性不飽和二重結合を
有する活性エネルギー線硬化性樹脂を用いることもできる。
　特に側鎖にエチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂を用いるこ
とで、レジスト材の安定性が改善され好ましい。
【００７７】
　樹脂（Ｃ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、着色剤（Ａ）を好ましく分散させるためには
、１０，０００～１００，０００の範囲が好ましく、より好ましくは１０，０００～８０
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，０００の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は５，０００～５０，０００の範囲が
好ましく、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【００７８】
　着色剤（Ａ）の分散性、現像性、及び耐熱性の観点から、顔料吸着基及び現像時のアル
カリ可溶基として働くカルボキシル基、顔料担体及び溶剤に対する親和性基として働く脂
肪族基及び芳香族基のバランスが、着色剤（Ａ）の分散性、現像性、さらには耐熱性にと
って重要であり、酸価２０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価
が、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では、現像液に対する溶解性が悪く、微細パターン形成する
のが困難である。３００ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、微細パターンが残らなくなる。
【００７９】
　樹脂（Ｃ）は、成膜性および諸耐性が良好なことから、着色剤（Ａ）１００重量部に対
し、３０重量部以上の量で用いることが好ましく、着色剤濃度が高く、良好な色特性を発
現できることから、５００重量部以下の量で用いることが好ましい。
【００８０】
［熱可塑性樹脂］
　熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラール樹脂、スチレン－マレイン
酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、ビニ
ル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム
系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）、ポリブタジエン、および
ポリイミド樹脂等が挙げられる。
【００８１】
　酸性基含有エチレン性不飽和化合物を共重合したビニル系アルカリ可溶性樹脂としては
、例えば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性基を有する樹脂が挙げられる。アルカリ
可溶性樹脂として具体的には、酸性基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン／（無水）
マレイン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／（メタ）アク
リル酸共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げられる。中で
も、酸性基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン酸共重合体から選
ばれる少なくとも１種の樹脂、特に酸性基を有するアクリル樹脂は、耐熱性、透明性が高
いため、好適に用いられる。
【００８２】
　エチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂としては、たとえば以
下に示す(ｉ)や(ｉｉ)の方法によりエチレン性不飽和二重結合を導入した樹脂が挙げられ
る。
【００８３】
　（方法(ｉ)）
　方法(ｉ)としては、例えば、エポキシ基を有するエチレン性不飽和化合物と、他の１種
類以上のエチレン性不飽和化合物とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エ
ポキシ基に、エチレン性不飽和二重結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加
反応させ、更に、生成した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、エチレン性不飽和二重
結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【００８４】
　エポキシ基を有するエチレン性不飽和化合物としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４エポキシシクロ
ヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併
用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メタ）
アクリレートが好ましい。
【００８５】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
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安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。
【００８６】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解すること等もできる。また
、多塩基酸無水物として、エチレン性不飽和二重結合を有する、テトラヒドロ無水フタル
酸、又は無水マレイン酸を用いると、更にエチレン性不飽和二重結合を増やすことができ
る。
【００８７】
　方法(ｉ)の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和化合
物と、他の１種類以上のエチレン性不飽和化合物とを共重合することによって得られた共
重合体の側鎖カルボキシル基の一部に、エポキシ基を有するエチレン性不飽和化合物を付
加反応させ、エチレン性不飽和二重結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【００８８】
　（方法(ｉｉ)）
　方法(ｉｉ)としては、水酸基を有するエチレン性不飽和化合物を使用し、他のカルボキ
シル基を有する不飽和一塩基酸のエチレン性不飽和化合物や、他のエチレン性不飽和化合
物とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有
するエチレン性不飽和化合物のイソシアネート基を反応させる方法がある。
【００８９】
　水酸基を有するエチレン性不飽和化合物としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
－若しくは4－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレ
ート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用し
てもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリエーテ
ルモノ（メタ）アクリレートや、（ポリ）γ－バレロラクトン、（ポリ）ε－カプロラク
トン、及び／又は（ポリ）１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加した（ポリ）エステル
モノ（メタ）アクリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、又はグリセロール（メタ）アクリレートが好ましい。
【００９０】
　イソシアネート基を有するエチレン性不飽和化合物としては、２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルイソシアネート、又は１，１－ビス〔（メタ）アクリロイルオキシ〕エチ
ルイソシアネート等が挙げられるが、これらに限定することなく、２種類以上併用するこ
ともできる。
【００９１】
［熱硬化性樹脂］
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、およびフェノール樹
脂等が挙げられる。
【００９２】
＜光重合性単量体＞
　光重合性単量体は、紫外線や熱などにより硬化して透明樹脂を生成するものであり、単
独で、または２種以上混合して用いることができる。光重合性単量体の配合量は、着色剤
（Ａ）１００重量部に対し、５～４００重量部であることが好ましく、光硬化性および現
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像性の観点から１０～３００重量部であることがより好ましい。
【００９３】
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物に用いる光重合性単量体としては、メチル
（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）ア
クリレート、β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（
メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリエチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート
、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ
）アクリレート、１, ６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレー
ト、ビスフェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリ
コールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート
、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート
、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、（メ
タ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレング
リコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、ア
クリロニトリル等が挙げられるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【００９４】
＜光重合開始剤＞
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化し
、フォトリソグラフィー法によりフィルタセグメントを形成するために、光重合開始剤が
添加される。光重合開始剤を使用する際の配合量は、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、
５～２００重量部であることが好ましく、光硬化性及び現像性の観点から１０～１５０重
量部であることがより好ましい。
【００９５】
　光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジ
クロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）
－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－
ブタン－１－オン、又は２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフ
ォリノプロパン－１－オン等のアセトフェノン系光重合開始剤；ベンゾイン、ベンゾイン
メチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、又はベ
ンジルジメチルケタール等のベンゾイン系光重合開始剤；ベンゾフェノン、ベンゾイル安
息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフ
ェノン、アクリル化ベンゾフェノン、又は４－ベンゾイル－４'－メチルジフェニルサル
ファイド等のベンゾフェノン系光重合開始剤；チオキサンソン、２－クロルチオキサンソ
ン、２－メチルチオキサンソン、イソプロピルチオキサンソン、又は２，４－ジイソプロ
ピルチオキサンソン等のチオキサンソン系光重合開始剤；２，４，６－トリクロロ－ｓ－
トリアジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－
（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－
（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル
－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチ
ル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル
）－６－トリアジン、又は２，４－トリクロロメチル（４'－メトキシスチリル）－６－
トリアジン等のトリアジン系光重合開始剤；ボレート系光重合開始剤；　カルバゾール系
光重合開始剤；　イミダゾール系光重合開始剤；あるいは、オキシムエステル系光重合開
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始剤等が用いられる。
【００９６】
　光重合開始剤は、単独あるいは２種以上混合して用いるが、増感剤として、α－アシロ
キシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニルグリオキシレート、ベン
ジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアンスラキノン、４
，４'－ジエチルイソフタロフェノン、３，３'，４，４'－テトラ（ｔ－ブチルパーオキ
シカルボニル）ベンゾフェノン、又は４，４'－ジエチルアミノベンゾフェノン等の化合
物を併用することもできる。
【００９７】
　増感剤を使用する際の配合量は、感光性着色組成物中に含まれる光重合開始剤１００重
量部に対して、３～６０重量部であることが好ましく、光硬化性、及び現像性の観点から
５～５０重量部であることがより好ましい。
【００９８】
＜溶剤＞
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物には、着色剤（Ａ）を充分に着色剤担体中
に分散させ、ガラス基板等の透明基板上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布し
てフィルタセグメントを形成することを容易にするために溶剤を含有させることができる
。
【００９９】
　溶剤としては、例えば1,2,3－トリクロロプロパン、1,3－ブタンジオール、1,3-ブチレ
ングリコール、1,3-ブチレングリコールジアセテート、1,4－ジオキサン、2－ヘプタノン
、2－メチル－1,3－プロパンジオール、3,5,5-トリメチル-2-シクロヘキセン-1-オン、3,
3,5－トリメチルシクロヘキサノン、3－エトキシプロピオン酸エチル、3－メチル－1,3－
ブタンジオール、3－メトキシ－3－メチル－1－ブタノール、3－メトキシ－3－メチルブ
チルアセテート、3-メトキシブタノール、3－メトキシブチルアセテート、4－ヘプタノン
、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセ
トアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、n－ブチルアルコール、ｎ－ブチルベンゼン
、n－プロピルアセテート、Ｎ－メチルピロリドン、o－キシレン、o－クロロトルエン、
ｏ－ジエチルベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベン
ゼン、ｓｅｃ－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソ
ブチルアルコール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコ
ールジブチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコ
ールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレン
グリコールモノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、
エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエ
ーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエー
テル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチ
レングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエー
テルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シク
ロヘキサノールアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエ
チルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモ
ノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコ
ール、トリアセチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレング
リコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコー
ルフェニルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコール
モノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレン
グリコールモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレ
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ングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル
プロピオネート、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノ
ール、酢酸n－アミル、酢酸n－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル
、又は二塩基酸エステル等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いることがで
きるが、必ずしもこれらに限定されない。
【０１００】
　中でも、本発明の樹脂（Ｃ）との相溶性が良好なことから、プロピレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート、又はエチレングリコールモノエチルエー
テルアセテート等のグリコールアセテート類、あるいはシクロヘキサノン等のケトン類を
用いることが好ましい。溶剤は、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜
厚のフィルタセグメントを形成できることから、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、８０
０～４０００重量部の量で用いることが好ましい。
【０１０１】
＜レベリング剤＞
　本発明の着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性を良くするため、レベ
リング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポリエーテル構造又
はポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポリエーテル構造を
有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社製ＦＺ－２１２２
、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３等が挙げられる。主鎖にポリエステル構造を有するジ
メチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３７０
等が挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンと、主鎖にポリエ
ステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもできる。レベリング剤の含
有量は通常、着色組成物の全重量を基準（１００重量％）として、０．００３～０．５重
量％である。
【０１０２】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、又は両性の界面活性剤を補
助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない。
　　　
【０１０３】
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル等が挙げられ
る。
【０１０４】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。
【０１０５】
　レベリング剤に補助的に加えるノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオ
レイルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェ
ニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレ
ンソルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレート等の；アルキル
ジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン、アルキルイミダゾリン等の両性界面
活性剤、また、フッ素系やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【０１０６】
＜その他の成分＞
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　本発明の着色組成物には、組成物の経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有さ
せることができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の
密着向上剤を含有させることもできる。
【０１０７】
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルアンモニウムクロライド、又はジエ
チルヒドロキシアミン等の４級アンモニウムクロライド類；　乳酸、又はシュウ酸等の有
機酸類；　前記有機酸のメチルエステル類；　ｔ－ブチルピロカテコール等のカテコール
類；　トリフェニルホスフィン、テトラエチルホスフィン、又はテトラフェニルフォスフ
ィン等の有機ホスフィン類；　あるいは、亜リン酸塩類等が挙げられる。貯蔵安定剤は、
着色剤（Ａ）１００重量部に対して、０．１～１０重量部の量で用いることができる。
【０１０８】
　シランカップリング剤としては、例えば、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラ
ン、ビニルエトキシシラン、又はビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類；γ－メ
タクリロキシプロピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類；β－（３，４
－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）メチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチル
トリエトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラ
ン、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、又はγ－グリシドキシプロピルトリ
エトキシシラン等のエポキシシラン類；Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリ
メトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－
β（アミノエチル）γ－アミノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピル
トリエトキシシラン、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミ
ノプロピルトリメトキシシラン、又はＮ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシ
ラン等のアミノシラン類；あるいは、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、又は
γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等のチオシラン類等が挙げられる。
【０１０９】
　シランカップリング剤は、着色剤（Ａ）１００重量部に対して、０．０１～１０重量部
、好ましくは０．０５～５重量部の量で用いることができる。
【０１１０】
＜感光性着色組成物の製造方法＞
　本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物は、必要に応じてソルトミリングした顔料
等の着色剤（Ａ）と、顔料分散剤（Ｂ）と、樹脂（Ｃ）と、必要に応じてその他の顔料分
散剤や溶剤を混合したものを、三本ロールミル、二本ロールミル、サンドミル、ニーダー
、又はアトライター等の各種分散手段を用いて着色剤（Ａ）を樹脂（Ｃ）や溶剤に分散し
、光重合性単量体、光重合開始剤等を添加して製造することができる。また、２種以上の
着色剤を含むカラーフィルタ用感光性着色組成物は、各着色剤（Ａ）を別々に、樹脂（Ｃ
）や溶剤に分散したものを混合して製造することもできる。
【０１１１】
　着色剤（Ａ）は、カラーフィルタ用感光性着色組成物中（着色剤、樹脂型分散剤、樹脂
、光重合開始剤や溶剤など、すべての成分を含む着色組成物）に０．５～１０重量％の割
合で含有されることが好ましい。
【０１１２】
　また、本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物は、着色剤（Ａ）の含有量が、カラ
ーフィルタ用感光性着色組成物中の全固形分の合計重量１００重量％中、５～７０重量％
と多くても画素形状はテーパー形状となり、優れている。しかし、熱処理後の膜厚を２μ
ｍ以下の薄膜としても良好な分散安定性と熱フロー性を達成するという観点から、２５～
５５重量％であることがより好ましく、さらに好ましくは３０～５０重量％である。その
残部は、樹脂型分散剤（Ｂ）、樹脂（Ｃ）や光重合性単量体から実質的になる。
【０１１３】
　本発明の感光性着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタ、メンブレンフィルタ等の手段
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にて、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、更に好ましくは０．５
μｍ以上の粗大粒子及び混入した塵の除去を行うことが好ましい。
【０１１４】
＜＜カラーフィルタ＞＞
　つぎに、本発明の感光性着色組成物を用いたカラーフィルタについて説明する。
【０１１５】
　本発明のカラーフィルタは、基板上にフィルタセグメントを具備するものであり、例え
ば、ブラックマトリックスと、赤色、緑色、及び青色のフィルタセグメントとを備えるこ
とができる。前記フィルタセグメントは、スピンコート方式あるいはダイコート方式によ
って本発明の感光性着色組成物を塗布することにより、基板上に形成される。
【０１１６】
　カラーフィルタの基板としては、可視光に対して透過率の高いソーダ石灰ガラス、低ア
ルカリ硼珪酸ガラス、又は無アルカリアルミノ硼珪酸ガラス等のガラス板、あるいは、ポ
リカーボネート、ポリメチルメタクリレート、又はポリエチレンテレフタレート等の樹脂
板が用いられる。また、ガラス板や樹脂板の表面には、パネル化後の液晶駆動のために、
酸化インジウム、又は酸化錫等からなる透明電極が形成されていてもよい。
【０１１７】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、又は水酸化ナトリウム等の水
溶液、あるいは、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用
いることができる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
【０１１８】
　現像処理方法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、
又はパドル（液盛り）現像法等を適用することができる。
【０１１９】
　なお、紫外線露光感度を上げるために、上記着色組成物材を塗布乾燥後、水溶性、又は
アルカリ可溶性樹脂、例えば、ポリビニルアルコール、又は水溶性アクリル樹脂等を塗布
乾燥し、酸素による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる
。
【０１２０】
　透明基板又は反射基板上にフィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブラックマ
トリクスを形成しておくと、液晶表示パネルのコントラストを一層高めることができる。
ブラックマトリクスとしては、クロムやクロム／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウム等
の無機膜や、遮光剤を分散した樹脂膜が用いられるが、これらに限定されない。また、前
記の透明基板又は反射基板上に薄膜トランジスター（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき
、その後にフィルタセグメントを形成することもできる。ＴＦＴ基板上にフィルタセグメ
ントを形成することにより、液晶表示パネルの開口率を高め、輝度を向上させることがで
きる。
【０１２１】
　カラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコート膜や柱状スペーサー、透明導電膜
、液晶配向膜等が形成される。
【０１２２】
　カラーフィルタは、シール剤を用いて対向基板と張り合わせ、シール部に設けられた注
入口から液晶を注入したのち注入口を封止し、必要に応じて偏光膜や位相差膜を基板の外
側に張り合わせることにより、液晶表示パネルが製造される。
【０１２３】
　かかる液晶表示パネルは、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステ
ッド・ネマティック（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティ
カリー・アライメント（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）等
のカラーフィルタを使用してカラー化を行う液晶表示モードに使用することができる。
【実施例】
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【０１２４】
　以下に、実施例により本発明をより具体的に説明するが、本発明はその要旨を超えない
限り以下の実施例に限定されるものではない。
　なお、実施例及び比較例中、「部」及び「％」とは「重量部」及び「重量％」をそれぞ
れ意味する。尚、樹脂と樹脂型分散剤の重量平均分子量（Ｍｗ）、樹脂型分散剤（Ｂ）中
のビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度、および顔料粒子の比表面積の測定方法の測
定法は以下の通りである。
【０１２５】
＜樹脂と樹脂型分散剤の重量平均分子量（Ｍｗ）＞
　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は東ソー株式会社製ゲルパーミエイションクロマトグラ
フィー「ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ」において、分離カラムを４本直列に繋ぎ、充填剤には
順に東ソー株式会社製「ＴＳＫ－ＧＥＬ ＳＵＰＥＲ Ｈ５０００」、「Ｈ４０００」、「
Ｈ３０００」、及び「Ｈ２０００」を用い、移動相にテトラヒドロフランを用いて測定し
たポリスチレン換算分子量である。
【０１２６】
＜ガラス転移温度＞
　樹脂型分散剤（Ｂ）中のビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度は、ラジカル重合に
使用したエチレン性不飽和単量体（ｂ１）それぞれの単独重合体のガラス転移温度（カタ
ログ値）と重量分率から、下記Ｆｏｘの式で算出した。
　Ｆｏｘの式
　１／Ｔｇ＝Ｗ１／Ｔｇ１＋Ｗ２／Ｔｇ２＋・・・＋Ｗｎ／Ｔｇｎ
　Ｗ１からＷｎは、使用している単量体の重量分率を示し、Ｔｇ１からＴｇｎは、単量体
の単独重合体のガラス転移温度（単位は絶対温度「Ｋ」）を示す。
【０１２７】
＜顔料粒子の比表面積の測定方法＞
　顔料粒子の比表面積は、窒素吸着によるＢＥＴ法で求めた。なお、測定には自動蒸気吸
着量測定装置（日本ベル社製「ＢＥＬＳＯＲＰ１８」）を用いた。
【０１２８】
　実施例に先立ち、実施例および比較例で用いたアクリル樹脂溶液、樹脂型分散剤溶液、
微細化顔料、および顔料分散体の製造方法について説明する。
【０１２９】
＜アクリル樹脂溶液の製造方法＞
　（アクリル樹脂溶液の調製）
　温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラス
コにシクロヘキサノン２３３部を仕込み、８０℃に昇温し、フラスコ内を窒素置換した後
、滴下管より、メタクリル酸２０部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性アク
リレート（東亜合成社製アロニックスＭ１１０）２０部、ベンジルメタクリレート２５部
、メチルメタクリレート２０部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート１５部、及び２，
２'－アゾビスイソブチロニトリル１．３３部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下終
了後、更に３時間反応を継続し、重量平均分子量（Ｍｗ）が２００００のアクリル樹脂溶
液を得た。
【０１３０】
＜樹脂型分散剤溶液の製造方法＞
（樹脂型分散剤溶液（Ｂ－１）の調整）
　ガス導入管、温度計、コンデンサー、攪拌機を備えた反応容器に、メタクリル酸１０部
、ヘキシルアクリレート５０部、メチルメタクリレート４０部を仕込み、窒素ガスで置換
した。反応容器内を８０℃に加熱して、３－メルカプト－１，２－プロパンジオール５．
７部に、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．１部をシクロヘキサノン４５．７部
に溶解した溶液を添加して、１０時間反応した。固形分測定により９５％が反応したこと
を確認した。このとき、重量平均分子量が５０００であった。次に、ピロメリット酸二無
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水物９．２部、シクロヘキサノン７０部、触媒として１，８－ジアザビシクロ－［５．４
．０］－７－ウンデセン０．２０部を追加し、１２０℃で７時間反応させた。酸価の測定
で９８％以上の酸無水物がハーフエステル化していることを確認し反応を終了した。反応
終了後、不揮発分を５０重量％に調製し、重量平均分子量１０，０００、ビニル重合体部
位（ｄ）のガラス転移温度Ｔｇが２７０Ｋのポリエステル樹脂型分散剤溶液１（Ｂ－１）
（シクロヘキサノン溶液）を得た。
【０１３１】
（樹脂型分散剤溶液（Ｂ－２～１９）、比較樹脂型分散剤溶液（ＢＣ－１～３）の調製）
　表２に示す組成、配合量に変えた以外は、樹脂型分散剤溶液（Ｂ－１）と同様にして樹
脂型分散剤溶液（（Ｂ－２～１９）、比較樹脂型分散剤溶液（ＢＣ－１～３）をそれぞれ
調製した。なお、樹脂型分散剤溶液（Ｂ－５、６）では、ピロメリット酸二無水物、シク
ロヘキサノン、１，８－ジアザビシクロ－［５．４．０］－７－ウンデセンとともにその
他のポリオールとしてエチレングリコール（ＥＧ）２．６部を加えた。重量平均分子量測
定結果を表１～４に示す。
【０１３２】
【表１】

 
【０１３３】
【表２】
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【０１３４】
【表３】

 
【０１３５】
【表４】

 
【０１３６】
　表１～４中の略語は以下の通り。
エチレン性不飽和単量体（ｂ１）
・ＭＡＡ：メタクリル酸
・ＡＡ：アクリル酸
・ＣＨｘＭＡ：シクロヘキシルメタクリレート
・ＤＣＰＭＡ：ジシクロペンタニルメタクリレート
・ＨｐＡ：ヘプチルアクリレート
・ＨｘＡ：ヘキシルアクリレート
・ＢＡ：ｎ－ブチルアクリレート
・２－ＭＴＡ：２－メトキシエチルアクリレート
・ＥＡ：エチルアクリレート
・ＨｘＭＡ：ヘキシルメタクリレート
・ＭＡ：メチルアクリレート
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・ＢＭＡ：ｎ－ブチルメタクリレート
・ＥＭＡ： エチルメタクリレート
・ＭＭＡ： メチルメタクリレート
【０１３７】
その他のポリオールおよびポリカルボン酸無水物（ｂ４）
・ＥＧ：エチレングリコール
・ＢＰＤＡ：ビフェニルテトラカルボン酸二無水物
・ＰＭＡ：ピロメリット酸二無水物
・ＴＭＡ：トリメリット酸無水物
・Ｍｗ：重量平均分子量
【０１３８】
＜微細化顔料の製造方法＞
（青色顔料１の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６（東洋インキ製造株
式会社製「ＬＩＯＮＯＬ　ＢＬＵＥ　ＥＳ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、お
よびジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に
仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８リットルの温水に投入し、８０℃
に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム
およびジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、１９０部の青色顔料１
を得た。
【０１３９】
（緑色顔料１の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６をハロゲン化銅フタ
ロシアニン緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　グリーン　３６（ＢＡＳＦ社製「パリオトール
エローＫ０９６１ＨＤ）に代えたこと以外は、青色顔料１の調製と同様の手順で緑色顔料
１を得た。
【０１４０】
（緑色顔料２の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６をハロゲン化亜鉛フ
タロシアニン緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　グリーン　５８に代えたこと以外は、青色顔
料１の調製と同様の手順で緑色顔料２を得た。
【０１４１】
（黄色顔料１の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６を黄色顔料Ｃ．Ｉ．
ピグメント　イエロー　 １５０（ランクセス社「Ｅ４ＧＮ－ＧＴ」）に代えたこと以外
は、青色顔料１の調製と同様の手順で黄色顔料１を得た。
【０１４２】
（赤色顔料１の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６をジケトピロロピロ
ール系赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　２５４（チバ・ジャパン社製「ＩＲＧＡＺ
ＩＮ　ＲＥＤ　２０３０」）に代えたこと以外は、青色顔料１の調製と同様の手順で黄色
顔料１を得た。
【０１４３】
（赤色顔料２の調製）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６をアントラキノン系
赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１７７（チバ・ジャパン社製「クロモフタルレッ
ド Ａ２Ｂ」）に代えたこと以外は、青色顔料１の調製と同様の手順で赤色顔料２を得た
。
【０１４４】
＜顔料分散体の製造方法＞
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　下記の組成の混合物をディスパーで攪拌混合した後、遊星型ボールミルにてジルコニア
ビーズを使用して混合・顔料分散を行い、顔料分散体（ＤＢ－１）を作製した。

青色顔料１（ＰＢ１５：６）                                      ：１１．７６部
顔料誘導体１                                                    ：　２．２４部
式（６）
【化１３】

 ＣｕＰｃ；銅フタロシアニン残基
樹脂型分散剤溶液（Ｂ－１）                                      ：１１．７０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート                ：７４．３０部
【０１４５】
（顔料分散体（ＤＢ－２～２５）の調製）
　表５に示す組成、配合量に変えた以外は、顔料分散体１（ＤＢ－１）と同様にして顔料
分散体２～２５（ＤＢ－２～２５）をそれぞれ調製した。
【０１４６】
（顔料分散体（ＤＢ－２６～２９）の調製）
　下記式（７）に示す顔料誘導体２を用い、表５に示す組成、配合量に変えた以外は、顔
料分散体１（ＤＢ－１）と同様にして顔料分散体２６～２９（ＤＢ－２６～２９）をそれ
ぞれ調製した。
式（７）

【化１４】

【０１４７】
（顔料分散体（ＤＢ－３０、３１）の調製）
　下記式（８）に示す顔料誘導体３を用い、表５に示す組成、配合量に変えた以外は、顔
料分散体１（ＤＢ－１）と同様にして顔料分散体３０、３１（ＤＢ－３０、３１）をそれ
ぞれ調製した。
式（８）
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【表５】

【０１４９】
表５中の略語を以下に示す。
樹脂型分散剤
ＥＦＫＡ－４３００；
チバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製「ＥＦＫＡ－４３００」
Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１１１；
ビックケミー社製「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１１１」
ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－４１０００；
ルーブリゾール社製「ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－４１０００」
溶剤；プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
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[実施例１]
　（カラーフィルタ用感光性着色組成物（ＲＢ－１）の調製）
　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、１μｍのフィルタで濾過して、
カラーフィルタ用感光性着色組成物（ＲＢ－１）を得た。
　顔料分散体（ＤＢ－１）                                ：２３．１８部
　アクリル樹脂溶液                                      ：１３．２７部
　光重合性単量体                                        ：　３．７６部
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　光重合開始剤                                          ：　１．１７部
（２－（ジメチルアミノ）－２－[（４－メチルフェニル）メチル]－１－[４－（４－モ
ルホリニル）フェニル]－１－ブタノン）
増感剤                                                  ：　０．２９部
（２，４－ジエチルチオキサントン）
　溶剤                                                  ：５８．３３部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
 
【０１５１】
[実施例２～２５、比較例１～９]
（カラーフィルタ用感光性着色組成物（ＲＢ－２～３１、ＲＧ－１～４、ＲＲ－１、２）
）
　表６に示す組成、配合量に変えた以外は、カラーフィルタ用着色組成物（ＲＢ－１）と
同様にしてカラーフィルタ用感光性着色組成物（ＲＢ－２～３１、ＲＧ－１～４、ＲＲ－
１、２）をそれぞれ調製した。
【０１５２】
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【表６】

 
【０１５３】
表６中の略語を下記に示す。
溶剤；プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
分散剤含有量（％）；
　　樹脂型分散剤（Ｂ）＋樹脂（Ｃ）の合計における樹脂型分散剤（Ｂ）の重量％
顔料分（％）；
　　感光性着色組成物の固形分合計１００重量％中の、顔料の重量％
【０１５４】
　（分散安定性評価）
　作成した感光性着色組成物の２５℃における粘度をＥ型粘度計（ＴＯＫＩ ＳＡＮＧＹ
Ｏ社製ＴＵＥ-２０Ｌ型）を用い回転数２０ｒｐｍで測定した。感光性着色組成物の作成
当日の粘度を初期粘度（η０：ｍＰａ・ｓ）と、４０℃の恒温室にて７日間保存した後の
粘度（η７：ｍＰａ・ｓ）をそれぞれ測定し、分散安定性を下記の基準で評価した。表７
に評価結果を示す。
　○：η７／η０が１．１０未満であり、粘度の上昇がほとんど起こらず分散安定性良好
　△：η７／η０が１．１０以上１．４０未満であり、わずかに粘度の上昇がみられ分散
安定性が若干劣る
×：η７／η０が１．４０以上であり、粘度の上昇がみられ分散安定性が劣る
【０１５５】
　（現像性評価）
　感光性着色組成物を、１０ｃｍ×１０ｃｍの透明ガラス基板上にスピンコート塗布、７
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ターンを有するマスクを通して露光量５０ｍＪ／ｃｍ2で紫外線露光し、アルカリ現像液
にて、未露光部のパターン全体が溶解する時間（Ｔ１）を算出し、Ｔ１の1．５倍の時間
まで現像を延長し現像終点とした。表７に評価結果を示す。
　○：Ｔ１が６０ｓｅｃ未満であり、かつパターン剥離のないもの
　△：Ｔ１が６０ｓｅｃ以上８０ｓｅｃ未満、又はパターン剥離が全体の１０％未満のも
の
　×：Ｔ１が８０ｓｅｃ以上、又はパターン剥離が全体の１０％以上であるもの
【０１５６】
　（パターン形状評価）
　感光性着色組成物を、１０ｃｍ×１０ｃｍの透明ガラス基板上にスピンコート塗布、７
０℃２０分間のプリベークを行い乾燥膜厚約２.０μｍの塗膜を形成し、ついで所定のパ
ターンを有するマスクを通して露光量５０ｍＪ／ｃｍ2で紫外線露光し、アルカリ現像液
にて現像した後、イオン交換水で洗浄、風乾して基板上に各色フィルタセグメントを形成
した。
　得られた各フィルタセグメントをガラスカッターにて半分（５ｃｍ×１０ｃｍ）にカッ
トして２ピースとし、内１つは２３０℃で２０分，高温オーブンにてポストベイクし、「
ポストベイク後」としてパターン形状評価を行った。
残り１つのフィルタセグメントは、ポストベイクをせずに、「現像後」としてパターン形
状評価を行った。
【０１５７】
　各フィルタセグメントを１ｃｍ角にガラスカットし、日立製作所製スパッタ装置（Ｅ－
１０３０）にてＰｔ／Ｐｄ蒸着を行った後、日立製作所製ＳＥＭ（Ｓ－４３００）にて、
加速電圧１５ｋＶ、観察倍率１００００倍にてフィルタセグメントの断面パターン形状を
観察し、ガラス基板とフィルタセグメントの断面のエッジ部分とでなす角度（θ度）によ
り４段階で評価した。表７に評価結果を示す。
【０１５８】
　◎：θ＜２０度、順テーパー形状
　○：２０度≦θ≦４５度、順テーパー形状
　△：４５度＜θ≦８０度、順テーパー形状
　×：θ＞８０度、シャープな順テーパー～オーバーハング
【０１５９】
　熱フロー性の評価は、現像後の断面形状とポストベイク後の断面形状から、以下の４段
階で評価した。
　◎：現像後の断面形状が×であり、ポストベイク後の断面形状が◎
　○：現像後の断面形状が×であり、ポストベイク後の断面形状が○
　△：現像後の断面形状が×であり、ポストベイク後の断面形状が△
　×：現像後の断面形状が×であり、ポストベイク後の断面形状が×
【０１６０】
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【表７】

【０１６１】
　本発明の特徴である樹脂型分散剤（Ｂ）を含む感光性着色組成物は、いずれも粘度安定
性に優れており、さらに現像性、および熱フロー性が良好で、フィルタセグメントの断面
形状が順テーパーであった。
　すなわち、いずれも現像後のパターン形状はオーバーハングであり、形状不良であった
が、本発明の感光性樹脂組成物は、熱フロー性が優れており、ポストベイク後に、パター
ン形状が順テーパーであった。中でもビニル重合体部位（ｂ）のガラス転移温度Ｔｇが、
より好ましい範囲である３００Ｋ以上の樹脂型分散剤（Ｂ）を用いた実施例１０、１５～
１９は特に熱フロー性が優れており、ポストベイク後の形状が極めて良好であった。
【０１６２】
　また、同じ樹脂型分散剤を用いた実施例１、２１、２２を比較すると、樹脂型分散剤量
が多いほど、熱フロー性が優れた結果であった。
【０１６３】
　また、樹脂型分散剤（Ｂ）の重量平均分子量（Ｍｗ）が５，０００～２５，０００とい
う範囲を見たす場合には、分子量が範囲外のものに比べて、流動性の良化に起因して熱フ
ロー性が良くなる結果となり、また現像性も良い結果となった。
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【０１６４】
　また、実施例１～４、６～１１、１３～２５は、粘度変化が小さく分散安定性がより良
好であった。このように、樹脂型分散剤（Ｂ）のビニル重合体部位（ｂ）にカルボキシル
基を有する構成単位を特定量含むことで、現像性が向上し、分散安定性にも優れた感光性
樹脂組成物が得られた。
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